

























相に注目し誘電率 e′,誘電損失 E",弾性率S≡6･C≡6･電気機械結合定数 k36,圧電
定数 d36等を測定しそれらを比較検討することを本研究の目的とした｡
Ⅰ <実 験>
(i)誘電率 e′,誘電損失 e〝をG.R.社 1615型ブリッジを用い直流電場 OKV/cm,1.74






































































































(i)誘電率 e′のferro相における 肩` 一又はttJJ-は直流電場の印加と伴に消失することが
我々の実験でも再確認された｡この事実は分域壁の動きによるこの現象の説明4)を支持
する結果である.(Fig.2)･







別のエネルギー損失が生 じている可能性を示唆 している｡これを解明するには (i)さら
に強い電場 を印加 したときの e〝と山谷比の測定,(i)透明電極を工夫 して偏光顕微鏡
による光学観察と誘電率の同時測定等が必要であろう｡
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